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１年を振り返って 
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 春の訪れとともに、新しい季節がやってきます。この１年間、皆さんそれぞれが積み重ねてき

た経験と努力が、次の学年へとつながる大きな力となっています。１年を振り返ってどんなこと

を思い出しますか。また、新学期に向けてどんなことを思い描いていますか。皆さんの笑顔と成

長を支えるため、先生たちも全力でサポートしていきますので、これからも充実した分教室での

学びを築いていきましょう。 

 ２年生の皆さんは、この１年、修学旅行や現場実習といった貴重な経験を通して、たくさんの

学びがありましたね。修学旅行では、仲間との絆をさらに深め、忘れられない思い出を作ること

ができたと思います。また、現場実習では、社会の中で自分の役割を見つけ、将来の夢に向かっ

て一歩前進する機会となりましたね。これからは分教室での学びの締めくくりに向けて、さらに

具体的な目標を持ち、一歩ずつ努力を重ねていってください。仲間と励ましあいながら、これま

で築いてきた絆を大切にし、互いに認め合う気持ちを忘れないでください。 

 １年生の皆さんは、分教室での生活が始まり、さまざまな挑戦を経験してきましたね。この１

年間は、自分自身を振り返り「自分はどうしていけばよいのか」を考える大切な時期だったと思

います。仲間とともに学びあうことで、新しい気づきや成長がたくさんあったのではないでしょ

うか。次の学年に進むにあたり、自分の努力だけでなく、仲間の努力を認め合い、互いに思いや

る気持ちを持つことが大切です。一つ学年が上がることは、新たな挑戦が始まるということでも

あります。これからも学びと挑戦を続け、自分自身の可能性を広げていきましょう。 

 

保護者の皆様へ 

本年度も終わりを迎え、また新たな学年が始まろうとしています。これまでの１年間、保護者

の皆様に多くのご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

子どもたちがそれぞれの目標に向かって努力を重ね、仲間とともに成長していく姿は、私たち

教職員にとっても大きな喜びであり、励みでもあります。その成長を支える原動力は、何よりも

保護者の皆様が温かく見守り、時には励ましながら背中を押してくださる存在であることに他な

りません。 

これからも私たちは保護者の皆様とともに、子どもたち一人一人と向き合い、一つ一つの積み

重ねが実を結ぶよう取り組んでまいります。どうぞ引き続き、ご支援を賜りますようお願い申し

上げます。 

分教室だより
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